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我らが藤枝ロータリー●ソング

  
５月２０日島田ＲＣの創立50周年記念例会に大

塚幹事と出席をしました。式典には積ガバナーを

はじめ第 5 分区の会長幹事、姉妹クラブの茅野ク

ラブ、韓国から金泉クラブのロータリー関係者、

来賓として桜井島田市長、田村吉田町長他が招か

れ開催されました。人数としては藤枝クラブと同

様であったと思います。懇親会は茶娘？の茶っき

り節の踊り、歌謡ショー、日本舞踊と多彩なアト

ラクションがありなかなか賑やかでありました。 

月曜日は金環日食があり早朝からＴＶなどの報

道関係もずいぶん加熱していました。藤枝では欠

け初めは見えましたが後は厚い雲に遮られ見るこ

とは出来ず残念でありました。 

6 月 1 日には仲田年度との引き継ぎが行われま
す。今年度役員の方で次年度も役員の指名を受け

た方は大変だと思いますが頑張って仲田君を引き

立てていただけるようお願いします。 
■ 幹 事 報 告                大塚 博巳君  
• 第２６２０地区より、６月のロータリーレート

のお知らせが届いております。 

１＄＝８０円です。 

■ 出 席 報 告            小西 啓一君             
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

29／44 65.90％ 33／44 75.00％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石割君 ○小林君 ○酒井君 ○杉浦君 

○鈴木舜君 ○平君  ○大長君 ○水野君  

○森下君 ○山田君 江﨑晴君 落合君 玉木君 

仲田晃君 萩田君  

■ スマイルＢＯＸ           小西 啓一君      
• テーブルメイト E テーブル渡辺リーダーの代理

で、卓話をさせて頂きます。    石垣 善康君 

スマイル累計額  ２１３,１００円 

■ テーブルメイトＥ卓話                     
 

 

石垣 善康君 

 

 

 

 

２月にバングラディシュに行ってまいりました。 

：なぜバングラディシュ？ 

米山記念奨学生、ダスプロタープ君との話の中で、

バングラディシュの経済、社会状況の過酷な事。

子供たちの状態を聞いた事が第一でした。識字率

からも判断できますが、まさに世界の最貧国がア

ジアに存在しているという事を再認識したという

事です。 

そして、クラブから創立４０周年記念事業の一

環として、５０，０００円又、会員の皆様から、

４８，０００円の寄付を頂き合計９８，０００円

の予算で、発電機一台、奨学金４０名、手動式ラ

イト１０台を贈ることが出来ました。有り難うご

ざいます。 
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：そんなバングラディシュに行くことにまず賛同

してくれたのが、河井君そして大塚君でした。玉

木君―松葉義之さんもスケジュールが合えばとの

事でしたが、最終的にスケジュール調整できず３

名の訪問団でした。 

：極力経費をかけないでとの思いがあり、まず格

安航空券をネットで一週間、探しました。 

たどり着いたのが、やはり中国系―中国南方航空

４８，０００円、燃料チャージ料などを含め合計

６９，０００円という情報でした。飛行機は古い、

スチュワーデスのサービスは最悪、食事はまずい

という事前情報はその通りでした。それ以上に難

点は、ダッカに到着まで２４時間かかるというこ

とでした。 

勿論、シンガポール航空やタイ航空ですと１２

～１３時間で到着ですが、中国南方航空ですと名

古屋セントレア空港―上海―広州経由、特に８時

間の待ち時間があり丸一日かかるという事です。

ちなみに、シンガポール航空ですと、１７０，０

００円でした。 

２月１９日朝、４時３０分に藤枝を出発、セン

トレアでは、早速中国方式で、たった１キロ程度

重量がオーバーしただけで、１０，０００円以上、

追加料金が取られてしまいました。又、広州空港

出発のときには、河井君が出国審査官にストップ

をかけられ、別室に連れて行かれ、尋問を受けて

しまいました。機内持ち込み荷物の中に、手動式

ライト２０個を入れておいたのですが、赤外線検

査で、不審物＝爆発物に見られてしまいました。 

河井君＝ディスイズアギフト。バングラディシュ

子供たちギフトと説明しわかってもらえたようで

した。 

夜中の１時、バングラディシュ国際空港に到着

―プロタープ君と友人の出迎えを受け、ホテルに

チェックイン、眠りに付いたのが３時ごろでした。 

（３時間の時差があるため、日本時間では朝、６

時） 

翌日は、午前中、首都ダッカ市内の観光予定と

いう事で１０時ホテルを出発しました。 

事前にプロタープ君から言われてましたが、ダッ

カの渋滞はひどい、毎日中心部に迎えに行くのは

大変―治安上からも郊外の外資系ホテルにして欲

しいといわれていました。その日車に乗って１０

分でその理由がわかりました。３車線の道路です

が、６車線分くらいの車が殺到しているわけです。

―バス（窓ガラスがないーフロントガラスはヒビ

が入っている） 

トラック、ワンボックスカー、三輪タクシー、

自転車リキシャ、人が道路に溢れ、全く終始が付

かない無法地帯でした。勿論、ダッカ市内には交

通信号はありませんでした。あっても、停電が多

くかえって混乱してしまいそうです。 

１０分のって、私たちが思ったのは、気持ちが悪

くなりそう＝２度とダッカの中心部に来るのはよ

そうという事でした。 

ようやく中心部に到着―見学したのはバングラ

ディシュ民族博物館でした。入り口には、軍人が

ライフル銃を持って警備。見学者は、地元の人た

ちや、子供たちが先生に連れられての団体が多く

見られました。 

期待して中に入ったわけですが、展示物は、ト

ラのぬいぐるみや民族衣装などで、期待はずれで

した。特に絵画館には、ピカソのゲルニカやモナ

リザの微笑みが展示されていました。 

そんなこんなで、３時ごろホテルに帰りホット

一息のあと、ダッカとは反対方向のウッタラ市に

向かい、日本円の両替とウッタラロータリークラ

ブの例会に出席したのでした。 

両替は、街中の怪しげな民間両替―でも、空港

やホテルで両替するより倍の両替率で、知らない

旅行者より２倍のお金を手にすることが出来まし

た。（お札が太い針金のホッチキスで止めてある。

両替後直ちに車でそこを離れる） 

いよいよ、ウッタラロータリークラブ訪問です。 

車で、敷地に入り、警護する人に＜ロータリーク

ラブ＞というと敬礼後すぐに案内してくれました。 

入り口付近に高齢の方がいて、すぐに声をかけて

頂き、例会場に案内して頂きました。例会日では

なかったのですが、私たちが訪問するという事で、

２０名ほどの方が出席、３名の方は、他クラブの

会長経験者の方、又、オーストラリアからの会員

も出席していました。 
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まず、自己紹介―（クッキーとコーラー） 

その後、バナー交換、プレゼント交換、そして例

会開催です。 

質問が多くありました。＜会員数―女性会員数、

例会の進行方法、内容―奉仕活動の内容などでし

た＞ 

ウッタラロータリークラブは現在、サンフラン

シスコのクラブ、インドネシアのクラブと共同で、

バングラディシュの子供たちへの慈善活動を行っ

ており、日本のクラブとも機会があれば行いたい、

出来たら紹介をして欲しいとのことでした。 

ディスカッション終了後、歓迎ケーキ入刀―食事

―懇談。２次会にも誘われましたが、帰りの交通

機関が無く、やむおえずホテルに帰りました。 

翌日は、小学校、中学校への訪問と慰問でした。 

小学校は、スラム街の中にあり、校庭はちょうど

小杉苑さんの駐車場位でした。その校庭には、周

囲にお母さんたちや近所の人たちがグルリと取り

囲み、子供たちが整列して歓迎してくれました。 

国旗掲揚後、発電機、手動式ライト、奨学金を渡

しました。特に１，０００円が入った奨学金封筒

を渡すと、本当にうれしそうな笑顔、そして恥ず

かしそうな仕草が印象的でした。最後に、生徒に

よる、片足相撲を見て、中学校に向かいました。 

中学校は数倍大きい敷地でした。私たちが、校

庭の入り口を入るときには、２０名ほどの女性徒

は両側からフラワーシャワーで歓迎。校庭には既

に生徒たちが整列して待ってくれてました。 

国旗掲揚、花輪 

教室に移動し、奨学金を２０名の生徒に渡しまし

た。いずれも、素晴らしい笑顔、又校長先生や職

員の人たちも大変感謝して頂きました。 

本来の目的は無事終了しましたので、後２日間

バングラディシュを楽しもうと意見が一致いたし

ました。 

：問題は、観光する場所が存在しない事です。 

（世界遺産に行くには、一日以上かかる） 

したがって、いくところは限定―ゴルフ場でした。 

プレー費はキャディさん込みで１，５００円。た

だ、貸しクラブの質と、チップには参りました。 

２日目は、河井君が交渉、無事プレーが出来、

終了後、買い物―現地のホテルで休息後、深夜１

２時、ダッカ空港を離れ、広州―上海を経由し名

古屋セントレア空港―藤枝には２時に無事到着―

沢木耕太郎、深夜特急便ツアー終了でした。 

 

◎ 冠 講 座                                  

第５回講師  

島村武慶君 

「二代目のわるあがき  
零細企業におけるグ

ランド戦略の実際」 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当／畑） 


